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【前文）

日本国民は、正当に選挙された

国会における代表者を通じて行動

し、われらとわれらの子孫のため

に、諸国民との協和による成果と、
わが国全土にわたって自由めもた

らす恵沢を確保し、政府の行為に
よって再び戦争の惨禍が起るこ．と

のないやうにすることを決意＿、し、

ここに主権が国民に存することを

宣言し、この憲法を確定する。そ

もそも国政は、国民の厳粛な侶託

によるものであって、その権威は

国民に由来し、その権力は国民の
代表者がこれを行使し、その福利
は国民がこれを享受する。これは

人類普遍の原理であり、この畿法

は、かかる原理に基ぐものである。

われらは、これに卑する一切の窓
法、法令及び詔勅を排除する。

日本国民は、恒久の平和を念願

し、人間相互の関係を支配する崇

高な理想を深く自覚するのであっ
て、平和を愛する諸国民の公正と

膚義に償頗して、われらの安全と

生存を保持しようと決意した。わ

れらは、平和を維持し、専制と諒
従」‾′圧迫と偏狭を‾地上から永遠芯

除去しようと努めてゐる国際社会

において、名沓ある地位を占めた

いと思ふ。われらは、全世界の撰

民が、ひとしく恐怖と欠乏から免
かれ、平和のう1ちに生存する権利
を有することを確認する。

われらは、いづれの国家も、自

国のことのみに専念して地層を無

祝してほならないのであって、政

治道徳の法則は、普遍的なもので

あり、この法則に従ふことは、自

国の主権を維持し、他国と対等関
係に立たうとする各国の賓凝であ

ると億ずる。

日本国民は、国家の名誉にかけ、

全力をあげてこの崇高な理想と目
由盲達成することを雷ふ。

（前耳）
日本国は、長い歴史と固有の文

化を持ち、
天皇を戴（いただ）く国家であっ
て、国民主権の下、立漬、 行政及
び司法の三権分立に基づいて

される。

我が国は、先の大戦による荒廃

や幾多の大災害を乗り越えて発展

今や国際社会において重要な

地位を卓吟で奉り、平和主義の下、
諸外国と

界の平和
の友好関係を増進し

と繁栄に貢献する。
日本国民は、
気概を持

国と郷土を誇りと

って自ら守り－、基本約人
権を尊重するとともに、和を尊び、
家族や社食全体が互し

国家を形成する。
我々は、

lに助け合っ

自由と洩律を重んじ、
美しい国土と 自然囁頓を守りつ
つ、教育や科学技術を栃興し、議
力ある経済活動を通

やや斗＿

日本国民は、

じて国を成長

良き伝統と我々の
国家を末永く子
め、ここに、こ

孫に継承するた
制定する。
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一一一●自民党草案韓文駄－まずr天皇を戴く国家Jと
戦前に戻る天皇中心の国家体制をうたいあげ、国
民中心の国民主権が逆立らし、立寮主義も無視。
●侵略戦争への反省や不戦平和の誓いも、すべ
て破棄。そして「国と郷土を自ら守り」と国民に
国土防衛を求める規定を創設し、「戦争ができる

国廿を平然とめざしていてそら恐うしい。
●自民党草案では「全世界の国民の平和的生存
権」も破棄され「家族の助け合い」を明記。国の
社会保障の責任を否定し、国民の自助・自立を押
しつけ、国民の義務ばかりが拡大されています。
●財界の要求なのか、＿r経済成長のための車力」
が盛り込まれ、嚢法前文にふさわしくありません。
●自民党草案は道徳に訴えて、時代錯誤の空疎
な美文調で、歴史的に築かれてきた人類普遍の原
理を否定しこ狭院で危険な国家主義そのものです。
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2 0 0 3 ．7 ．2 5 私は集団的自衛権を認めるなら憲法改正をした方がいいと

小泉純 一郎 首相 患 っている。憲法を改正 しないで、集団的自衛権、これま

参 院 外 交 防衛 委 員 で積み重ねてきた政府解釈を変えることは小泉内閣ではす

∠ゝZ三
尋つ写りは奉りませみ＿。

1 9 7 2 ．1 0 ．1 4
参 院決算 委 員会
提 出資料

憲法のもとで武力行使 を行うことが許されるのは、＿我が

国に対する急迫、不正の侵害に対処する場合に限 られ、他
軋 こ加えられた武力攻撃を阻止することをその内容とする小わ
ゆる集団的自衛権の行使は、憲法上許されない。

1 9 6 0 ．4 ．2 0
岸 信介 首相

日本の憲法9 条の規定から考えて、国連憲章5 1 条の集恵的

自衛権が国際法上認め られていても、海外へ出て締約国も
衆院 安保 委員会 しくは友好国の領土を守ることはでき寧い日・いわゆる集団的

自衛権の典型的なものを観念上持 っているが事実上行使で
きない。

1 9 5 4 ．6 ．3
下 田武 三条約 局長
衆院 外務委 員会

集団的自衛権は、自分の国が攻撃されていないのに、他

の締約国が攻撃された場合に、自分の国が攻撃されだと同
様にみな して、自衛の名において行動すること … 憲法で認
められた範囲は、日本 白身に対する直接の攻撃、急迫した攻
撃の危険のない以上は自衛隊の名において発動しない○


